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熱心な同窓会活動をされている多くの先輩・中堅学年から原

稿・写真がたくさん集まり、予定よりページ数が増えた。また、

内容面で最近の母校の歩みを中心とする記事と先輩の皆さまの

近況方向を同一の冊子に集約するのはやや統一性・整合性を欠

くという点から編集会議の中で指摘された。報告には、旧制中

学時代の学校生活、戦争体験、勤労学徒の動員生活、新制高校

や男女共学になったころの一高、個性的な同級生や恩師、強行

遠足、クラブ活動、甲子園出場、 80周年・100周年、 40年振り

の修学旅行、当番学年の苦心談、学年の組織づくりの哀歓など

実に多様な体験と懐旧談が綴られている。報告内容それ自体が

母校の歴史の時々の姿を知る貴重な証言集であり、若い後輩諸

君にとっては同窓会活動の好適な手引書でもあることから、編

集委員会は、特集として独立した小冊子になり得ると考えた。

委員会は、以上の理由から協賛委員会役員会の承認を得て、

記念誌を2部構成で発行することにした。

甲府中学・甲府一高

創立130周年記念誌編集委員会

す
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昭
和
1
 
2
年
卒
業
同
級
会

昭和12年率:山梨県立甲府中学校昭和12年卒業同級会

平成22年4月21日 於:談露館

げ
に
我
々
は
戦
い
の
子

昭
和
1
 
7
年
卒
業
同
級
会

昭和17年卒:喜多会 平成22年5月8日 於:湯村温泉郷常磐ホテル

私
達
は
昭
和
7
年
4
月
、
県
下
の
小
学
校
よ
り
誇
り
を
も
っ
て
、
山
梨
県

立
甲
府
中
学
校
に
入
校
し
た
2
0
0
名
が
同
級
生
だ
っ
た
。
そ
し
て
5
年
、

昭
和
1
2
年
3
月
、
1
6
9
名
が
卒
業
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
と
才
能
を
持

ち
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
昭
和
1
2
年
と
い
え
ば
、
日
中
戦
争
は

全
面
戦
争
に
拡
が
り
、
1
6
年
に
は
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
り
、
同
級
生
の
ほ

と
ん
ど
が
戦
争
に
参
加
し
、
多
く
の
仲
間
、
約
5
0
名
を
失
っ
た
。

生
き
残
っ
た
仲
間
は
、
食
べ
る
物
に
も
こ
と
か
さ
な
が
ら
、
家
族
を
守
り
、

日
本
復
興
の
た
め
に
主
要
な
地
位
で
働
き
、
今
の
日
本
を
き
ず
い
た
と
、
心

ひ
そ
か
に
確
信
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
仲
間
の
結
束
は
固
く
、
戦
後
す
ぐ
に
同
級
会
を
結
成
し
、
毎

年
県
内
は
じ
め
全
国
よ
り
集
い
、
楽
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
。
母
校
へ
の
思

い
も
強
く
、
記
念
の
募
金
に
は
、
い
つ
も
目
標
額
を
達
成
し
て
い
る
。

同
級
会
は
結
成
以
来
正
月
に
開
か
れ
て
い
た
が
、
年
を
と
り
、
最
近
は
4

月
2
0
日
近
く
の
仏
滅
の
日
(
理
由
は
ホ
テ
ル
が
空
い
て
い
る
か
ら
)
談
露
館

に
集
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

皆
0
0
才
を
越
え
た
。
昨
年
9
名
、
今
年
(
㌶
年
)
8
名
と
な
っ
た
が
、
5
名
に

な
っ
て
も
中
止
す
る
な
と
意
気
高
い
同
級
会
で
あ
る
。

神
宮
寺
敬

私
共
昭
和
1
7
年
甲
中
卒
業
生
の
大
半
は
大
正
1
3
I
1
4
年
の
生
ま

れ
、
昭
和
6
年
小
学
校
に
入
学
し
た
年
に
満
州
事
変
、
昭
和
1
 
2
年
甲
中

入
学
の
年
に
支
那
事
変
、
甲
中
5
年
卒
業
を
目
前
に
大
東
亜
戦
争
が

勃
発
し
ま
し
た
。
卒
業
式
に
増
村
保
造
君

(
元
大
映
映
画
監
督
、
故

人
)
が
答
辞
で
そ
の
事
に
触
れ
「
我
々
は
正
に
戦
い
の
子
で
あ
る
」
と

述
べ
た
言
葉
が
強
烈
な
印
象
と
し
て
7
 
0
年
た
っ
た
今
も
胸
に
焼
き
つ

い
て
お
り
ま
す
。

入
学
時
2
0
4
名
が
卒
業
の
際
は
1
6
3
名
、
之
は
上
か
ら
落
ち
て
き
た

人
も
多
か
っ
た
が
、
下
へ
落
ち
て
い
っ
た
(
落
第
)
人
が
そ
れ
以
上
に
多
か
っ

た
せ
い
で
す
。

校
長
は
大
野
芳
麿
先
生
、
チ
ッ
ク
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
、
つ
ち
、
ポ
テ
、
エ
ロ
坊

主
、
じ
こ
、
お
嬢
さ
ん
、
等
等
、
夫
々
個
性
豊
か
な
一
家
言
を
持
っ
た
懐
か

し
い
恩
師
の
顔
ぶ
れ
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
生
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
が
0
0
数
名
お
り
ま
す
が
、
体
調
不

良
そ
の
他
で
今
年
5
月
の
同
級
会
の
出
席
者
は
1
 
3
名
で
し
た
。

か
つ
て
の
紅
顔
の
美
少
年
の
面
影
は
疾
う
に
失
わ
れ
た
8
5
I
6
歳
の
お

じ
い
達
で
す
が
、
世
の
中
の
し
が
ら
み
か
ら
開
放
さ
れ
て
卒
寿
、
白
寿
を

目
指
し
て
し
ぶ
と
く
生
き
て
お
り
ま
す
。

塚
原
敏
夫
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山喜

昭
和
2
 
0
年
卒
同
級
会

「
甲
中
二
十
日
会
」

昭和2〇年卒:同級会「甲中二十日会」

横
須
賀
の
追
浜
で

寝
食
を
共
に
し
て
戦
っ
た
絆

昭
和
2
 
0
年
4
年
生
卒
業

『
六
浦
会
』

昭和20年率:昭和20年 4年年卒業『六浦会』

暗幕語念誌B5210頁』 『傘寿諦念誌B5170頁』

今
日
、
日
本
は
「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私

た
ち
は
満
洲
事
変
(
4
歳
の
時
)
支
那
事
変
(
小
学
校
3
年
)
大
東
亜
戦
争

(
中
学
1
年
)
と
、
ま
さ
に
「
戦
争
し
か
知
ら
な
い
世
代
」
で
あ
っ
た
。
同
級

生
か
ら
予
科
練
へ
入
隊
し
た
者
3
0
余
名
、
そ
の
ほ
ぼ
全
員
が
特
攻
隊
員

と
な
り
、
3
名
が
出
撃
し
戦
死
。
他
は
飛
行
機
が
無
く
人
間
魚
雷
に
転
向

し
た
。
軍
隊
へ
行
か
ぬ
者
は
学
徒
動
員
令
に
よ
り
相
模
原
陸
軍
造
兵
廠

で
兵
器
造
り
に
従
事
。
宿
舎
は
一
部
屋
6
人
が
雑
魚
寝
。
一
日
1
 
8
時
間
と

い
う
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
。
毎
晩
の
空
襲
に
は
各
自
が
掘
っ
た

防
空
壕
へ
退
避
し
た
。
卒
業
は
3
カ
月
延
期
で
6
月
末
に
解
放
さ
れ
、
8

月
が
終
戦
。
上
級
学
校
進
学
は
自
由
と
な
っ
た
が
、
東
京
な
ど
県
外
へ
は

経
済
負
担
が
重
く
、
山
梨
工
事
へ
4
6
名
が
入
学
し
た
よ
う
に
県
内
へ
止

ど
ま
る
者
が
多
く
、
あ
た
か
も
同
級
会
の
延
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

私
た
ち
の
学
年
は
、
他
に
例
の
無
い
特
異
な
世
代
で
あ
っ
て
、
同
級
生
の

結
束
の
固
さ
も
、
宿
命
的
環
境
が
そ
う
さ
せ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
卒
業
、
終
戦
年
の
昭
和
2
 
0
年
1
 
2
月
、
私
た
ち
は
毎
月
2
0
日
に
甲
府
在

住
者
同
級
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
「
甲
中
二
十
日
会
」
と

命
名
し
た
。
以
来
今
日
ま
で
6
 
5
年
間
、
一
度
も
休
ま
ず
継
続
し
て
い
る

こ
と
を
誇
り
と
し
て
い
る
。

私
達
は
昭
和
1
6
年
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
年
に
入
学
し
た
。
そ
の
頃

は
戦
時
下
と
は
言
え
伝
統
あ
る
甲
府
中
学
と
し
て
、
特
色
あ
る
先
生
方

も
多
く
校
風
や
授
業
は
全
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た
我
々
の
拾
持
を
満
た

し
希
望
に
燃
え
て
い
た
。
戦
争
の
拡
大
と
共
に
軍
事
教
育
が
強
化
さ
れ

学
業
中
途
で
軍
に
志
願
す
る
友
達
を
多
く
送
っ
た
。

昭
和
1
9
年
7
月
、
4
年
生
の
夏
に
横
須
賀
海
軍
基
地
追
浜
の
海
軍
航

空
技
術
廠
に
動
員
さ
れ
た
。
宿
舎
は
六
浦
に
あ
っ
た
。
そ
こ
は
我
が
国

最
大
の
航
空
研
究
機
関
で
敗
戦
の
色
濃
い
日
本
の
運
命
を
必
死
に
支

え
た
軍
人
軍
属
の
技
術
者
集
団
で
あ
っ
た
。
服
務
は
当
初
日
勤
で
あ
っ

た
が
敵
の
艦
載
機
攻
撃
が
激
し
く
な
り
1
 
2
時
間
労
働
の
昼
夜
交
替
勤

務
と
な
っ
た
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
国
の
将
来
を
考
え
て
か
深
夜
仕
事

の
合
い
間
に
技
術
士
官
に
よ
る
座
学
も
あ
っ
た
。

入
学
時
の
5
年
卒
業
予
定
が
戦
時
非
常
措
置
に
よ
り
4
年
卒
業
と

な
り
2
 
0
年
3
月
末
現
地
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
、
先
生
と
担
任
士
官
が

臨
席
し
『
海
ゆ
か
ば
』
と
校
歌
を
斉
唱
し
簡
素
に
終
っ
た
。
し
か
し
甲
中

生
と
し
て
動
員
は
継
続
さ
れ
沖
縄
戦
終
結
の
6
月
末
に
動
員
解
除
と

な
り
次
の
進
学
先
に
向
か
っ
た
。
こ
の
一
年
間
は
厳
し
い
勤
務
と
ひ
も

じ
さ
に
耐
え
続
け
た
生
活
で
、
国
を
信
じ
迷
い
も
な
く
ひ
た
む
き
に
生
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き
た
一
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
6
5
年
寝
食
を
共
に
し
た
往
事
を
偲
び
、
毎
年
欠
か
さ
ず
甲

府
で
6
月
に
東
京
で
1
 
2
月
に
六
浦
会
を
開
き
苦
労
を
共
に
し
た
仲
間

と
友
情
を
暖
め
て
い
る
。
そ
し
て
激
動
期
を
生
き
た
証
と
し
て

『
昭
和

1
 
6
年
入
学
生
の
記
録
』

を
し
る
し
た

『
古
希
記
念
誌
B
5
2
1
0
頁
』

『
傘
寿
記
念
誌
B
5
1
7
0
頁
』
を
刊
行
し
た
。

丸
茂
嘉
男

戦
火
の
彼
方

甲
府
一
高
東
京
2
 
5
会

昭
和
2
 
5
年
卒
業
生

昭和25年卒:甲府一高東京25会 H22.4.16 於:グランドヒル市ヶ谷

私
達
は
昭
和
1
9
年
太
平
洋
戦
争
の
末
期
旧
制
甲
府
中
学
に
入
学
、

足
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
登
校
、
学
校
で
は
配
属
将
校
に
教
練
を
習

い
ま
し
た
。
校
庭
で
の
教
練
の
時
間
に
突
然
空
襲
警
報
が
鳴
り
響
き

私
達
は
近
く
の
桑
畑
に
避
難
。
B
2
 
9
の
大
編
隊
が
青
空
に
銀
翼
を
連

ね
白
い
飛
行
機
雲
を
た
な
び
か
せ
北
上
し
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
怖

さ
を
忘
れ
そ
の
美
し
き
に
見
と
れ
ま
し
た
。
私
達
の
入
学
し
た
年
の

強
行
遠
足
は
終
点
が
小
野
で
し
た
。
夜
中
の
1
 
2
時
に
母
校
を
出
た
私

達
は
韮
崎
を
抜
け
街
道
の
柿
を
失
敬
し
台
が
原
の
七
賢
を
過
ぎ
諏
訪

湖
に
遷
し
た
頃
は
冷
た
い
秋
雨
で
し
た
。
草
鞋
は
水
に
ぬ
れ
て
重
く
、

傘
も
無
く
握
飯
を
腰
に
巻
い
た
少
年
達
の
体
を
容
赦
な
く
疲
労
と
睡

魔
が
襲
い
ま
し
た
。
岡
谷
の
次
の
川
岸
で
旧
制
松
本
高
校
の
先
輩
達

が
暖
か
く
迎
え
終
点
迄
先
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
達
が
学
校
で
勉

強
し
た
の
は
そ
の
頃
迄
で
、
終
戦
の
8
月
迄
は
農
家
へ
の
勤
労
奉
仕

に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
食
糧
難
の
終
戦
直
後
に
は
登
美
の
寿
屋
農
場

で
春
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
秋
に
収
穫
に
行
き
ま
し
た
。
現
在
、
東

京
で
は
一
二
枚
欣
一
君
の
下
、
1
0
4
歳
の
堀
内
先
生
を
迎
え
毎
年
5

月
に
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
甲
府
二
品
2
 
5
会
に
約
5
 
0
名
が
、
甲
府

で
は
伊
奈
宏
司
君
の
下
、
隔
月
、
ス
コ
ッ
ト
で
ヤ
ロ
ー
会
に
約
1
 
5
名
が

出
席
し
て
い
ま
す
。

関
和
夫

『
2
 
9
二
同
会
』

の

堅
い
絆
は
心
だ

甲
府
一
高

昭
和
2
 
9
年
卒
業
生

昭和29年率:甲府一高S29年卒業生 古希を祝う会

平成1了年5月14日 於:甲府富士屋ホテル

私
達
が
甲
府
二
品
へ
入
学
し
た
の
は
、
昭
和
2
6
年
で
ま
だ
戦
後
の

復
興
途
中
だ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
の
3
年
間
は
い
ろ
い
ろ
の
事
が

あ
っ
た
。
特
に
思
い
出
す
の
は
、
2
年
の
4
月
に
行
わ
れ
た
関
西
へ
の

修
学
旅
行
で
す
。
東
海
道
本
線
に
乗
っ
て
n
時
間
、
親
元
を
離
れ
て
初

め
て
の
5
日
間
の
旅
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た
。
タ
バ
コ
も
覚
え
、
見
る
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事
、
す
る
事
み
ん
な
初
め
て
の
事
で
唯
々
夢
中
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
同
級
生
の
和
と
言
う
も
の
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
も
う
一
つ
は
、
や
は
り
強
行
遠
足
で
す
。
そ
の
当
時
は
松
本
ま
で

1
0
0
血
が
目
標
で
し
た
が
そ
れ
を
超
し
て
大
町
以
北
ま
で
行
っ
た

強
者
ま
で
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
ど
も
の
同
級
生
か
ら
は
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
を

通
し
て
初
め
て
の
甲
府
市
長
3
期
1
 
2
年
、
山
梨
県
知
事
1
期
4
年
を

勤
め
た
山
本
栄
彦
君
が
い
た
事
も
同
級
生
の
絆
を
強
め
た
要
因
だ
と

思
い
ま
す
。
彼
が
立
候
補
し
た
時
は
ヶ
驚
き
と
結
束
ク
が
一
夜
に
し
て

出
来
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
人
柄
と
同
級
生
の
心
が

一
つ
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
日
本
原
子
力
発
電

所
の
社
長
や
東
京
電
力
の
社
長
も
同
級
生
か
ら
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
年
7
5
歳
に
な
り
、
行
動
力
も
減
退
し
、
人
生
の
盛

り
を
過
ぎ
た
今
、
よ
き
友
人
に
恵
ま
れ
た
事
に
感
謝
・
感
謝
の

毎
日
で
す
…
。

武
内

謙
之

私
達
は
山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
を
昭
和
0
0
年
に
卒
業
し
た

仲
間
で
す
。
文
才
の
あ
る
人
が
、
会
の
名
称
を

[
3
 
0
会
]
-
[
賛
和
会
]

と
昇
華
さ
せ
ま
し
た
。
「
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
」
が
発
足
し
た
時
に

「
東
京
賛
和
会
」
も
発
足
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
賛
和
会
と
東
京
賛
和
会
は
仲
良
く
交
流
し
な
が
ら
常
に
競

争
相
手
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
創
立
1
3
0
周
年
の
記
念
募
金
で
も

こ
の
関
係
が
上
手
く
機
能
し
ま
し
た
。

両
賞
和
会
が
7
4
才
で
咲
か
せ
た
嬉
し
い
<
華
>
で
す
。

賛
和
会
総
会
と
東
京
賛
和
会
総
会

昭
和
3
 
0
年
卒
業
生

「
飛
躍
の
会
」

有
志
の
2
回
目

思
い
出
の
修
学
旅
行
記

昭
和
3
 
5
年
卒
業
生

.躍\

昭和3〇年卒:平成21年10月9日 東京質和会総会

於:青山ダイヤモンドボール

ト轄瑚抑脚剛‾‾アヤ‾‾寸

昭和30年卒:平成22年3月20日 貨和会総会 於:吉名屋ホテル

昭和35年卒:舞妓さん、芸妓さんを囲んでの諦念軍費

京都・境川「鰐活」にて(平成7年11月11日撮影)

高
校
2
年
の
修
学
旅
行
か
ら
数
え
て
4
0
年
目
あ
た
る
年

(
平
成
7

年
)
に
、
2
回
目
思
い
出
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
3
 
0
名
の
参
加
者

で
、
偶
然
男
女
1
 
5
人
ず
つ
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
の
修
学
旅
行
の
定
番

だ
っ
た
京
都
に
一
泊
二
日
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
バ
ス
の
中
で
は
朝

か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
の
匂
い
が
プ
ン
プ
ン
。
高
校
時
代
は
こ
ん
な
訳
に

は
参
ら
な
い
と
言
い
な
が
ら
、
グ
イ
ッ
と
…
。
そ
れ
は
そ
れ
は
、
賑
や

か
な
楽
し
い
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。
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京
都
で
は
、
高
校
の
時
に
行
っ
た
三
千
院
や
嵯
峨
野
な
ど
を
散
策
、

皆
若
か
り
し
頃
の
思
い
出
に
耽
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
は
賑
や
か
に
懇

親
会
。
主
役
は
写
真
に
写
っ
て
い
る
舞
妓
さ
ん
で
す
。
座
布
団
に
座
っ

た
彼
女
の
姿
は
女
性
の
ダ
ル
マ
さ
ん
の
よ
う
で
、
何
と
も
言
え
な
い

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
宴
会
を
更
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
集
合

写
真
の
後
、
舞
台
の
上
に
用
意
さ
れ
た
座
布
団
に
彼
女
が
座
り
、
そ
の

横
に
我
々
が
一
人
ず
つ
次
々
に
座
っ
て
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
す
が
、

皆
福
を
求
め
て
我
先
に
と
舞
台
に
駆
け
上
が
る
姿
が
笑
い
を
誘
い
、

拍
手
喝
采
と
な
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
京
都
を
訪
ね
た
4
0
年
ぶ
り
の
修
学
旅
行
は
、
高
校
時

代
の
思
い
出
と
と
も
に
同
級
生
の
絆
を
更
に
深
め
た
有
意
義
な

旅
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
3
 
7
年
卒
業

雄
飛
会
・
三
七
会

昭和37年率: “半世紀∵ぶりの再会で

昔話しになつかしさがよみがえる同級会

昭和37年卒:戦後初の甲子園出場を果した甲府一高チーム

務
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
県
内
在
住
の
同
級
生
有
志
に

ょ
る
親
睦
の
会
を
結
成
、
会
の
名
称
は
担
当
し
た
同
窓
会
総
会
の

テ
ー
マ
ク
雄
飛
!
い
ま
新
た
に
ク
か
ら

『
雄
飛
会
』

と
命
名
小
田
切
常

雄
会
長
を
中
心
に
毎
月
例
会
を
行
い
、
情
報
交
換
や
各
種
行
事
な
ど

を
通
し
て
親
睦
の
輪
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。
思
い
出
深
い
行
事
と
し

て
は
ヶ
還
暦
の
修
学
旅
行
ク
で
し
た
。
当
時
の
修
学
旅
行
先
は
奈
良
、

京
都
方
面
で
し
た
が
、
四
十
数
年
ぶ
り
に
訪
づ
れ
た
地
で
、
み
ん
な
高

校
時
代
に
戻
っ
て
、
大
い
に
は
し
ゃ
ぎ
、
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
現

在
会
員
4
 
7
名
。
一
方
、
東
京
近
郊
に
在
住
す
る
同
級
生
も
『
三
七
会
』

(
み
な
の
会
・
会
員
1
3
0
名
)

を
結
成
こ
ち
ら
も
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の

『
三
七
会
』

で
は
平
成
2
1
年
度
の
行
事
と
し
て
「
母
校
訪

問
バ
ス
ツ
ア
ー
」
が
有
志
に
よ
り
実
施
、
な
つ
か
し
い
母
校
の
見

学
の
あ
と
『
雄
飛
会
』
有
志
の
合
同
昼
食
会
で
、
旧
交
を
温
め
ま

し
た
。

さ
て
、
私
達
昭
和
3
7
年
卒
の
み
ん
な
が
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来

事
は
、
何
と
い
っ
て
も
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
で
あ
り
ま
す
。
昭

和
3
 
6
年
、
当
時
の
西
関
東
大
会
(
山
梨
・
埼
玉
)
で
、
長
田
詮
監
督

率
い
る
我
が
甲
府
一
高
は
、
強
豪
埼
玉
勢
を
撃
破
し
、
決
勝
は
初

の
県
勢
対
決
と
な
り
、
甲
府
工
業
を
下
し
て
第
4
 
3
回
夏
の
甲
子

園
出
場
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
甲
府
一
高
と
し
て
は
戦

前
の
昭
和
1
 
0
年
、
甲
府
中
学
と
し
て
出
場
し
て
以
来
で
、
戦
後
初

の
快
挙
で
あ
り
ま
し
た
。

私
達
は
、
昭
和
3
 
7
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。

平
成
6
年
の
第
1
1
4
回
同
窓
会
総
会
は
、
私
達
が
代
表
幹
事
を
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帥
年
経
っ
て
も
、

こ
の
迫
力

ド
ラ
マ
ー
森
山
に

勇
気
を
も
ら
っ
た

昭
和
3
 
8
年
卒
業

昭和38年卒: 130周年諦念式典で在校生との競演をした森山成男さん

七
夕
デ
イ
ト

昭
和
3
 
9
年
卒
業

昭和39年卒

昭
和
3
8
年
卒
の
仲
間
た
ち
が
、
晴
れ
て
甲
府
一
高
の
門
を
く
ぐ
つ
た

8
卒
生
に
と
っ
て
創
立
1
3
0
周
年
の
本
年
は
「
入
学
5
 
0
年
」
と
い
う

勘
定
に
な
る
。

か
ね
て
先
輩
方
か
ら
聞
き
及
ん
で
い
た
の
は
「
卒
業
し
て
5
0
年
も
経

つ
と
、
ぼ
ち
ぼ
ち
と
仲
間
が
い
な
く
な
る
ゾ
」
。
こ
の
1
年
間
だ
け
で
、

数
人
が
物
故
、
闘
病
生
活
者
は
数
知
れ
ず
、
で
あ
る
。

だ
か
、
し
か
し
、
と
ん
で
も
な
い
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
頑
張
っ
て
い

る
ヤ
ツ
ら
だ
っ
て
い
る
こ
と
は
い
る
。
そ
ん
な
連
中
の
中
の
ひ
と
り

が
、
森
山
威
男
(
も
り
や
ま
・
た
け
お
)
だ
。
ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の

世
界
に
あ
っ
て
ヶ
知
る
人
ぞ
知
る
〃
ド
ラ
ム
奏
者
だ
。
あ
え
て
彼
一
人
だ

け
名
前
を
挙
げ
た
の
は
、
2
年
前
、
母
校
の
吹
奏
楽
部
と
合
同
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
聴
か
せ
て
も
ら
っ
た
折
の
強
烈
な
印
象
か
ら
で
あ
る
。
ド
ラ

マ
ー
森
山
唯
一
人
と
、
半
世
紀
後
輩
と
の
数
十
人
の
対
決
が
実
現
し

た
。
勝
負
は
先
輩
の
勝
ち
。
こ
こ
で
言
う
の
は
、
技
術
で
は
な
く
「
音
の

で
か
さ
」
。
か
つ
て
の
や
ん
ち
ゃ
な
仲
間
が
5
0
年
経
っ
て
も
こ
の
迫
力
。

一
線
を
リ
タ
イ
ア
し
て
し
み
っ
た
れ
生
活
の
多
く
の
仲
間
は
、
「
ム
ム
・

ム
」
と
う
な
る
し
か
な
か
っ
た
の
ダ
。
「
お
れ
た
ち
も
が
ん
ば
ら
な
く

ち
ゃ
あ
」
と
勇
気
を
も
ら
っ
た
次
第
で
あ
る
。

応
援
団
O
B
の
皆
さ
ん
の
気
合
い
の
入
っ
た
エ
ー
ル
に
吸
い

込
ま
れ
胸
に
こ
み
上
げ
る
あ
っ
い
も
の
を
感
じ
な
が
ら
、
私
も

声
を
張
り
上
げ
、
魂
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
、
母
校
の
校
歌
、
応
援

歌
を
今
年
も
唄
う
。

十
何
年
か
前
、
今
の
宮
島
甲
府
市
長
を
先
頭
に
、
当
番
幹
事

と
し
て
集
ま
っ
た
折
に
、
だ
れ
か
ら
と
も
な
く

「
年
に
一
度
の

同
窓
会
の
日
は
七
夕
デ
イ
ト
を
し
よ
う
」

と
提
案
が
さ
れ
ま
し

た
。
ゴ
ル
フ
に
加
え
て
ハ
イ
キ
ン
グ
と
、
同
窓
会
参
加
と
合
せ

て
両
日
は
大
忙
し
の
賑
わ
い
に
な
り
ま
す
。
三
澤
君
を
中
心
と

し
て
ゴ
ル
フ
は
、
飯
島
君

後
藤
君
、
登
山
は
成
澤
君
が
受
持

ち
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
、
親
交
を
深
め
て
い
る
3
 
9
年
卒
の

仲
間
達
で
す
。

私
達
、
年
金
ト
リ
オ
と
言
う
ん
で
す
が
、
(
古
屋
佳
寿
子
、
石

原
ヤ
ス
と
私
)

も

「
年
金
を
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
も
ず
っ
と

親
友
だ
よ
」
と
約
束
を
交
わ
し
て
か
ら
も
う
帥
年
。
今
で
は
ト

リ
オ
が
大
き
な
輪
に
な
り
、
何
を
見
て
も
聞
い
て
も
感
動
し
、

わ
く
わ
く
し
た
青
春
時
代
、
甲
府
一
高
で
素
晴
し
い
先
生
方
や

仲
間
と
出
会
い
、
沢
山
の
こ
と
を
学
べ
た
こ
と
と
、
そ
の
頃
の

思
い
出
語
り
に
耽
け
り
、
ま
た
新
し
い
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
こ

と
は
、
新
た
な
希
望
を
よ
み
が
え
す
、
ほ
ん
と
う
に
幸
せ
の
こ
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と
で
あ
り
ま
す
。

母
校
甲
府
一
高
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
り
な
が
ら
、
又
来
年

の
「
七
夕
デ
イ
ト
」
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

風
間
裕
子

幻
の
修
学
旅
行

昭
和
4
 
4
年
卒
業
生

昭和44年卒:京都清涼寺にて

私
た
ち
の
学
年
は
修
学
旅
行
が
な
か
っ
た
!

中
止
に
な
っ
た
理
由
は
走
か
で
は
な
く
、
前
学
年
の
方
に
聞
い
て

み
て
も
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
ず
。
ま
あ
、
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、

ず
っ
と
胸
に
秘
め
て
い
た
4
 
0
年
ぶ
り
の
〃
幻
の
修
学
旅
行
ク
は
平

成
1
 
9
年
1
 
2
月
2
日
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
総
勢
5
2
名
。
月
日
の
流
れ
は
外
見
で
一
目
瞭
然
だ

が
、
気
持
ち
は
高
校
生
そ
の
も
の
。
「
昨
夜
は
興
奮
し
て
眠
れ
な

か
っ
た
」

「
お
や
つ
は
何
を
持
っ
て
き
た
?
」

な
ど
の
会
話
も
弾

む
。
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
、
新
幹
線
に
乗
車
。
他
の
乗
客
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
ヶ
風
紀
委
員
〃
が
見
回
り
す
る
が
、
座
席

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
プ
ッ
シ
ュ
!
」
と
缶
を
開
け
る
音
。
(
お
っ

と
、
高
校
生
は
禁
酒
だ
け
ど
!
?
)

京
都
到
着
後
は
自
由
行
動
。
そ
の
後
、
宿
泊
地
「
湯
の
花
温
泉
」
に

て
車
で
到
着
し
た
山
梨
組
と
合
流
。
夜
は
全
員
で
楽
し
い
お
食
事

会
(
大
宴
会
!
)
。
時
は
完
全
に
阜
e
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
そ

う
そ
う
、
本
物
の
舞
妓
さ
ん
の
前
で
、
純
情
な
男
子
の
鼻
の
下
は

長
̃
く
伸
び
て
い
た
っ
け
!

翌
日
は
団
体
行
動
で
清
涼
寺
に
て
記
念
撮
影
後
、
京
都
の
秋
を
心

ゆ
く
ま
で
満
喫
し
、
後
ろ
髪
を
惹
か
れ
る
思
い
で
帰
路
に
着
く
。

4
0
年
ぶ
り
の
幻
の
修
学
旅
行
、
彩
り
鮮
や
か
な
紅
葉
に
負
け
な

い
く
ら
い
の
美
し
い
思
い
出
を
胸
に
、
私
た
ち
は
今
年
、
還
暦
を

迎
え
ま
す
。

昭
和
4
 
7
年
卒
業

「
4
 
7
会
」

昭和47年卒: 「47会」

女
性
の
頑
張
り
十
一
歩
遅
れ
て
男
性
陣
=
成
功
の
秘
訣

つ
い
に
私
た
ち
4
7
年
卒
業
が
「
甲
府
中
学
・
甲
府
二
品
東
京

同
窓
会
」

の
当
番
学
年
と
な
っ
た
。
決
め
た
テ
ー
マ
は

「
b
①

A
m
b
i
青
i
O
亡
S
 
A
g
a
i
n
こ
今

新
た
な
る
人
生
の
扉
を
再
び
!
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一
年
半
前
の
去
年
2
月
、
協
力
し
て
く
れ
そ
う
な
同
級
生

2
 
0
人
あ
ま
り
が
集
ま
っ
た
が
、
卒
業
か
ら
は
じ
め
て
会
う
顔

も
あ
り
、
こ
の
時
点
で
成
功
の
確
信
は
な
か
っ
た
。
以
来
土

曜
日
の
午
前
1
 
0
時
か
ら
夕
方
4
時
す
ぎ
ま
で
、
集
う
こ
と
二

十
回
余
り
。
何
を
そ
ん
な
に
議
論
す
る
こ
と
が
あ
る
の
か
と

思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
懇
親
、
広
告
、
日
新
鐘
、
I
 
T
、

会
計
、
救
護
な
ど
各
部
会
の
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ

つ
め
て

い

っ
た
。
時
間
は
か
か
っ
た
が
部
会
任
せ
に
せ
ず
幹
事
の
情

報
共
有
化
が
図
れ
た
。
そ
こ
で
得
た
結
論
は

「
こ
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
を
や
り
遂
げ
た
先
輩
た
ち
は
立
派
だ
」

「
目
標
達
成

に
向
け
て
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
る
の
は
女
性
だ
」

と
い
う
2

点
。
苦
し
い
広
告
集
め
、
最
終
段
階
で
の
同
級
生
へ

の
も
う

一
声
の
声
か
け
、
い
ず
れ
も
一
紅
会
講
演
会
を
成
功
さ
せ
た

女
性
陣
の
頑
張
り
が
発
揮
さ
れ
た
。
同
窓
会
当
日
の
7
月
1
 
0

日
に
は
来
賓
を
含
め
5
4
6
人
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
、
わ
が
4
 
7
年
卒
も
甲
府
を
含
め
9
 
6
人
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。
幹
事
一
同
い
ま
人
生
の
扉
を
開
け
た
状
態
で
、
心
理
的

に
は
虚
脱
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

昭
和
4
 
9
年
卒

「
よ
ん
く
会
」

昭和49年卒: 「よんく会」

昭
和
4
9
年
3
月
、
母
校
の
創
立
1
0
0
周
年
ま
で
残
り
一
桁
と
な
っ

た
あ
の
年
、
私
た
ち
同
級
生
は
甲
府
一
高
を
後
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
い
月
日
を
経
て
、
5
0
歳
の
平
成
1
 
8
年

5
月
、
同
窓
会
当
番
幹
事
と
し
て
再
び
母
校
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

卒
業
以
来
、
3
2
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
に
も
巡
り
会
う
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
交
流
の
な
か
っ
た
人
も
、
そ
こ
は
本
当
の

同
級
生
、
時
間
は
一
気
に
あ
の
頃
に
戻
り
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
協

力
し
、
無
事
に
当
番
幹
事
の
大
役
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

歌
の
フ
レ
ー
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
こ
の
町
を
歩
け
ば
、
蘇
る

1
 
6
才
、
懐
か
し
い
そ
の
声
・
・
∵
」
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
4
年
、
毎
年
の
同
窓
会
終
了
後
、
あ
い
か
わ
ら
ず
「
よ
ん
く

会
」
を
開
催
し
、
変
わ
ら
ぬ
友
情
を
暖
め
あ
っ
て
い
ま
す
。
同
級
生
の
み

な
さ
ん
、
ま
た
来
年
「
も
う
一
杯
ど
う
?
」
。
よ
ん
く
会
で
会
い
ま
し
ょ

ゝ
つ
○

結
び
に
、
創
立
1
3
0
周
年
を
迎
え
た
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、

先
輩
各
位
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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天
地
化
育

昭
和
5
 
7
年
卒
業
生

昭和57年率

在
校
時
、
百
周
年
を
迎
え
た
私
た
ち
の
学
年
も
、
中
年
か
ら
早
や
老

境
入
り
。
2
0
1
4
年
に
は
、
当
番
幹
事
の
当
た
り
年
と
な
る
。
現

在
、
「
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
楽
し
く
集
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
仲
間
を
集

め
は
じ
め
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
3
0
年
、
も
っ
と
も
っ
と
変
化
す
る
は
ず
と
思
わ
れ
た
世

界
情
勢
だ
が
、
人
間
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
所
業
は
、
さ
ほ
ど
変
化

し
て
い
な
い
。
企
業
は
、
対
前
年
比
に
一
喜
一
憂
。
学
校
も
相
変
わ
ら

ず
偏
差
値
に
踊
ら
さ
れ
て
い
る
。
単
純
な
勝
ち
負
け
の
構
図
は
、
日
々

の
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
が
、
そ
れ
に
終
始
し
た
ら
、
生
き
物
と
し
て

の
原
点
で
あ
る

「
多
様
さ
」

を
見
失
う
。
馬
鹿
で
あ
っ
て
も
利
口
で

あ
っ
て
も
い
い
。
起
業
し
て
も
倒
産
さ
せ
て
も
い
い
。
暴
騰
・
暴
落
、

大
い
に
結
構
。
世
界
を
測
る
ス
ケ
ー
ル
は
多
種
多
様
だ
し
、
い
ろ
ん
な

人
間
が
住
む
島
こ
そ
、
こ
の
国
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
、
そ
の
基

盤
に
、
あ
の
「
天
地
化
育
」
が
あ
る
。
多
様
な
者
た
ち
が
一
つ
の
天
体

に
住
む
と
い
う
、
人
為
を
超
え
た
あ
の
教
え
だ
。

日
常
の
近
視
眼
的
生
活
に
、
本
当
の
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
、
母
校

が
教
え
て
く
れ
た
教
え
で
あ
る
。

吉
澤
直
人
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